
2025年春、フランス人仮面作家・演出家のクロード・
ロシュさんが、日本各地を巡る旅の途中で船劇場を来訪。
仮面制作のワークショップを開催し、大きな刺激を受け
ました。この交流が端緒となり、私たちはアヴィニョン
視察を決意しました。

船劇場アクセス
最寄：みなとみらい線「元町・中華街駅」
ご予約時に集合時間・場所をお知らせいたします。

会場：横浜ボートシアター 船劇場
カンパ制

6.19(Fri)19:00-21:00

YBT 海外展開プロジェクトの第一歩として、横浜ボート
シアターは7月にアヴィニョン演劇祭を視察します。私た
ちにとって、世界中の演劇が集まるアヴィニョン演劇祭
で上演することは、一つの大きな目標です。
今回のアヴィニョン視察で、フランスの仮面作家たちと
交流する機会が持てることは、仮面や人形の手法を多用
してきた私たちには大きな喜びです。ヨーロッパツアー
を目指す当劇団がこれから世界に何を提示しようとして
いるのか、その一端を実演とトークでご覧いただきます。

出演者プロフィール
佐野友香：国際コーディネーション・通訳翻訳。

丹下一：俳優・演出家。海外公演の経験が豊富で、日本の芸能への
　　　  造詣が深い。YBT作品に多数出演。

近藤春菜：俳優・演劇実践家。ルコック国際演劇学校卒業。早稲田
　　　　  大学大学院博士課程。YBT作品に多数出演。

ご予約・お問い合わせ（横浜ボートシアター）
TEL  080-6737-5208
MAIL  info@yokohama-boattheatre.org

Y B T 海 外 展 開 プ ロ ジ ェ ク ト ・ キ ッ ク オ フ ・ イ ベ ン ト

12月
ツアーおよび東京公演 報告会

10月
東京にて凱旋公演 ( 予定）

6月後半～7月 
ヨーロッパツアー（現地との対話・連携を重ねながら、3都市以上での公演を目指す）

12月
2027年活動報告会

10月
新版 小栗判官・照手姫 西日本ツアー

6月
新版 小栗判官・照手姫 新演出 試演会②

12月12日（土）15:00 ／会場：船劇場 横浜ボートシアター
『新版 小栗判官・照手姫』新演出 試演会①

10月
アヴィニョン視察 報告会

7月12日
世界の仮面文化・表現をめぐる交流イベント参加（仮面作家協会）

6月19日（金）19:00 ／会場：船劇場 横浜ボートシアター
「YBT の未来」開催

2028

2027

2026
Project RoadmapProject Roadmap

プロジェクト・キックオフ・イベント「YBTの未来」
2026年6月19日（金）19時　横浜ボートシアター 船劇場

パフォーマンス・演奏・トークなど

横浜ボートシアター

DETAIL

創作舞踊「操り剣舞」創作舞踊「操り剣舞」

「フランス x YBT、その心は？」「フランス x YBT、その心は？」

インドア派への国際交流のススメ― 海流の交わる場所へ ―インドア派への国際交流のススメ― 海流の交わる場所へ ―

仮面デモンストレーション試演仮面デモンストレーション試演

劇団創作曲劇団創作曲

丹下氏・近藤両氏を壇上にお招きし、国際交流の現場で感じたことをお話しいた
だき、観客も交えて国際交流の意味や可能性についてざっくばらんに語ります。
出演：丹下一＋近藤春菜＋佐野友香＋吉岡紗矢＋奥本聡＋松本利洋

多くの国際的な実務経験を活かし、本プロジェクト推進に尽力していただいてい
る佐野友香氏に、今後の活動への思いを語っていただきます。
出演：佐野友香＋吉岡紗矢＋奥本聡＋松本利洋

神事の形式や民間芸能や古典武術を取り入れた、与祝的な舞踊作品。2022年創作。
脚本・演出：奥本聡　演出協力：吉岡紗矢　出演：奥本聡
音楽・演奏：松本利洋

劇団創作楽器を用いた楽曲を演奏。
作曲：松本利洋　演奏：吉岡紗矢、奥本聡、佐野友香、松本利洋

7 月 12 日アヴィニョンで開催される仮面作家協会のイベントにて披露する
プレゼンテーションと仮面パフォーマンスを先行披露いたします。
出演：丹下一、吉岡紗矢、奥本聡、松本利洋、佐野友香

「YBT漂流記」「YBT漂流記」
『新版 小栗判官・照手姫』凝縮版の現状と目指す方向、船劇場の近年の活動と今後

の展望、来年予定の公演や新作構想についてお話しします。
出演：吉岡紗矢＋奥本聡＋松本利洋

新版 小栗判官･照手姫
海外展開プロジェクト、始動

予約フォーム

2026年10月
アヴィニョン渡航報告会開催！

写真：古元道広



本作の各場面をより鮮烈に紡いでいくことを目指し、さらなる新演出による創作を開始しました。
尽きることのない探求によって、生まれ変わり続ける『小栗判官・照手姫』の世界にどうぞご期待ください。

作品詳細
あらすじ・動画など

作品・劇団・船劇場に関するお問い合わせ
TEL  080-6737-5208
MAIL  info@yokohama-boattheatre.org

2027年には国内ツアーを予定。海外公演も計画中です。

仮面・音楽・祈りの声で蘇る
中世日本の死と再生の物語

新版小栗判官・照手姫
2023年、遠藤啄郎の追悼公演として、堀尾幸男総監修の
元、吉岡紗矢の構成・演出、松本利洋の音楽により大幅にリ
メイク。原作ゆかりの地藤沢・遊行寺本堂で初演し成功を
納めました。

古語と仮面が描く中世のファンタジーであり、9人の演者
が何役もの役を演じ分け、語り、奏で、歌い、踊る、聖地巡礼
の祈りの演劇です。小栗再生を成し遂げる人々の力の結
集が、観客を巻き込んだ祭りの高揚を生みました。

「せりふだけが語るのではない多声的な」演劇本来の魅力を堪能で
きる「未分化の演劇」。「変身」という演劇の原点のエネルギーをこれ
ほど説得力豊かに繰り広げた舞台も希有ではないか。

―― 桑野隆（元早稲田大学教授）

遊行寺の本堂を舞台に芝居をする。その行為こそが演劇なんだ。と
ても感動しました。

 ―― 相島一之（俳優）

少人数で衣装もシンプル、その分抽象性が高い。特に餓鬼阿弥を土
車で運ぶシーンの表現がいい。男女二人で演じる大蛇にエロティシ
ズムと妖しさがあった。照手の黒い仮面は今回の工夫か。おとなし
やかな照手が一気に変身したようでとてもよかった。

 ―― 近藤ようこ（漫画家）

説経節の原文をベースに、
アジア各国の文化混淆を高
いレベルで実現した現代的
な仮面劇『小栗判官・照手
姫』。遠藤啄郎が脚本・演出
で、第18回紀伊國屋演劇賞
を受賞。のべ7ヵ国46ヵ所で
上演された。

小栗判官・照手姫 （上演期間：1982-2003）

小栗の恋文に激しく心動かされる照手（写真：岡本 央）

公演情報 （2025年 座・高円寺公演）
◉脚本・仮面：遠藤啄郎 ◉構成・演出・仮面：吉岡紗矢
◉総監修・舞台美術・衣裳・仮面：堀尾幸男 ◉音楽：松本利洋
◉照明：竹内右史 ◉舞台監督：三津久 ◉舞台監督助手：嶋崎陽
◉衣裳協力：佐々波雅子 ◉身体表現指導：ケイタケイ＋ラズ・ブレザー
◉語り指導：説経節政大夫 ◉配信動画：Shell Mound Pictures
◉制作：横浜ボートシアター＋西山水木＋古元道広
◉協力：佐野友香＋玉寄長政＋古澤敏文＋村上洋司
◉主催：横浜ボートシアター◉提携：NPO法人劇場創造ネットワーク／座・高円寺
◉出演：丹下一＋増田美穂＋桐山日登美＋かわらじゅん＋リアルマッスル泉＋近藤春菜＋
柿澤あゆみ＋奥本聡＋松本利洋（演奏は出演者全員）

上演履歴
2023年11月：遊行寺本堂／シアター代官山
2024年7月：遊行寺本堂／牛込箪笥区民ホール
2025年11月：座・高円寺1

人喰い馬の鬼鹿毛を乗りこなす小栗、狂言回しの陰陽師（写真：古元道広／2025年 座・高円寺１）

閻魔の命により、小栗と小栗の家来たちの遺体を探す童子たち（写真：渡部晋也／2025年 座・高円寺１）照手の父・横山の命により、鬼王・鬼次兄弟は照手姫を海に流す（写真：古元道広／2023年 遊行寺本堂）

餓鬼阿弥として現世に蘇った小栗を熊野へと導いていく善男善女たち（写真：古元道広／2025年座・高円寺１）

横浜元町を流れる中村川
に係留した「艀」（船と波
止場間の貨物運搬船）を
船劇場に改造、拠点と
し、1981年より活動を開
始。“アジア”をテーマに仮
面や人形、手作り楽器な
どを用い、語りや舞踊的
身体表現、緻密な音楽表

現を軸に叙事詩を物語る祝祭劇を展開。代表作の『小栗判官・照手
姫』『マハーバーラタ三部作』などで高い評価を受け、海外の演劇祭
招聘公演も多くあった。異次元へ旅立つ装置として愛される船劇場
は、沈船と再興を繰り返し、現在は鋼鉄製の三代目。2001年の横浜
トリエンナーレにて柿落とし公演『王サルヨの婚礼』を行い多くの反
響を呼ぶ。インドネシア国立芸術大学との共同創作『耳の王子』、生
命誌学者中村桂子氏と“語る科学”をテーマに共同企画した『賢治讃
え』、依代の人形と紡ぐ劇『恋に狂ひて』など新たなテーマを模索し
てきた。電子音、影絵などの手法も加わり、根底に祈りを孕んだ演劇
作品の創出を継続中。日本文化デザイン賞受賞ほか。
2020年に前代表の遠藤啄郎
が亡くなり、吉岡紗矢・奥本
聡・松本利洋による運営体
制となり、集団創作スタイ
ルとなる。以後、『白い影絵
～石原吉郎「望郷と海」お
よび詩篇より～』『語りと人
形の劇「犬」』『新版 小栗
判官・照手姫』と精力的に
発表を続けるなか、『新版
小栗判官・照手姫』が2023年、2025年に“私のベストワンノンジャンル
部門”(日本劇団協議会『join』アンケート)に選ばれる。
また2022年以降、船劇場を「市民も活用できる開かれた劇場に」と
いう新たな方針を打ち出し、横浜の市民とともに劇場を支えていく枠
組み作りと、国際的な文化拠点への成長を目指す。その取り組みが注
目され、横浜の市民活動を記録した映画『The Spirit of Yokohama』
(2025)に取り上げられ、国内外の市民・アーティストからの注目が高
まっている。

横浜ボートシアター

三代目の鋼鉄の船劇場。2023年、造船所にて。

1980年代、木造船時代の船劇場（写真：岡本 央）

吉岡 紗矢（よしおか さや）
1997年より横浜ボートシアターに所属。俳優としてシンガポール、モルド
ヴァ、ルーマニア公演に参加。2020年より劇団代表。2021年以降の作品の脚
本・構成・演出・仮面制作などを担当。叙事的な物語、現代人の祈りをテーマと
し、何もない空間で象徴性を駆使し、想像力に訴えかけて異界を生む集団創
作を志向。西武池袋コミュニティ・カレッジ「発声から言葉の表現まで」講師。

奥本 聡 （おくもと さとし）
慶應義塾大学卒。高校時代にギリシャ、ケファロニア島での演劇上演をきっ
かけに演劇へ興味を持つ。大学在籍中に横浜ボートシアターの活動に参加。
06年以降多くの劇団作品に出演。アジア的身体研究のために、日本の芸能や
中国武術を学ぶ。一人舞踊劇『操り剣舞』の構成、振付、演出を担当。近年は
SNS上のショートドラマにも出演。

松本 利洋（まつもと としひろ）
2010年より、横浜ボートシアターの全作の音楽を担当。「音と音楽」「即興と
作曲」の境界を行き来する舞台音楽、日本語と音楽の関係を追求。代表作『賢
治讃の仮面劇』（2011）、創作影絵人形劇『極楽金魚』（2012）、『さらばアメリ
カ！』（2018）、『白い影絵～石原吉郎「望郷と海」および詩篇より～』（2021）、
『語りと人形の劇「犬」』（2022）、『新版 小栗判官・照手姫』（2023）。

劇団員プロフィール
脚本・演出家、仮面作家、俳優、企画、運営

音楽家、俳優、広報、企画、運営

俳優、会計、企画、運営
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